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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 86,280 ― 2,755 ― 2,487 ― 72 ―

20年3月期第1四半期 83,893 △0.3 3,950 △14.8 3,685 △17.6 1,657 △26.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 0.18 ―

20年3月期第1四半期 4.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 405,501 111,507 26.8 275.19
20年3月期 411,903 112,892 26.7 278.39

（参考） 自己資本  21年3月期第1四半期  108,866百万円 20年3月期  110,134百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 3.00 ― 4.00 7.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 3.00 ― 3.00 6.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 180,500 ― 5,300 ― 4,500 ― 400 ― 1.01
通期 373,600 3.2 13,700 △23.7 11,800 △26.8 4,300 △34.0 10.87

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注)詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記の業績予想につきましては、平成20年４月28日に公表した内容から変更しています。詳細につきましては、平成20年７月31日公表の「業績予想の修正に関する
お知らせ」をご覧ください。 
２．上記の業績予想は、発表日現在で入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
なお、上記業績予想に関する事項は、２ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期 396,800,930株 20年3月期 396,800,930株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期 1,200,324株 20年3月期 1,194,155株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期 395,603,659株 20年3月期第1四半期 395,726,020株

1



【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
当第１四半期における、当社グループの事業環境は、原油や原材料価格の高騰、個人消費の停滞等により、

厳しい状況で推移しました。
一方、当社グループでは、本年５月18日より、公共交通の利用促進と地域の活性化を目的に、ＩＣ乗車券

及び電子マネー機能を提供する新規事業として、ＩＣカード「ニモカ」のサービスを開始しました。

当第１四半期の業績(連結)は次のとおりです。
営業収益は862億８千万円（前年同期比 2.8％増）、営業利益は27億５千５百万円（前年同期比 30.3％減）、

経常利益は24億８千７百万円（前年同期比 32.5％減）となり、四半期純利益は、「棚卸資産の評価に関する
会計基準」の適用に伴い評価損を計上したこともあり７千２百万円（前年同期比 95.6％減）となりました。

セグメント別の概況は以下のとおりです。
運輸業では、主力のバス事業において旅客人員が堅調に推移し増加したこと等により、営業収益は251億１

千７百万円（前年同期比 0.1％増）、営業利益は、原油価格の高騰による燃料費の増加等に加え、ＩＣカード
導入に伴う初期費用や減価償却費の増加により９億５千３百万円（前年同期比 42.2％減）となりました。
流通業では、ストア業における新規出店等により、営業収益は250億５千１百万円（前年同期比5.1％増）

となりましたが、営業利益は、その他流通業における利益率の低下等により３億４千８百万円（前年同期比
 28.5％減）となりました。
不動産業では、賃貸業での新規物件の稼動等により、営業収益は92億４百万円（前年同期比 4.5％増）、営

業利益は18億５千６百万円（前年同期比 1.9％減）となりました。
レジャー・サービス業では、利用運送事業（航空貨物事業）で取扱高が増加したこと等により、営業収益

は274億２千８百万円（前年同期比 5.9％増）となり、営業利益は９千８百万円となりました。
その他の事業では、営業収益は103億８千８百万円（前年同期比8.4％増）となりましたが、ＩＣカード事

業における初期費用や減価償却費の増加等により、４億９千３百万円の営業損失となりました。

2. 連結財政状態に関する定性的情報
(1) 全般の状況

総資産は、受取手形及び売掛金の減少等により前期末に比較し64億２百万円減少し、4,055億１百万円と
なりました。また、負債は、支払手形及び買掛金の減少等により前期末に比較し50億１千７百万円減少し、
2,939億９千３百万円となりました。
純資産は、配当等による利益剰余金の減少等により前期末に比較し13億８千５百万円減少し、1,115億７

百万円となりました。
(2) 連結キャッシュ・フローの状況

営業活動により得られた資金は、税金等調整前四半期純利益10億１千６百万円、減価償却費50億５千４
百万円等により、68億４百万円となりました。
投資活動により使用した資金は、固定資産の取得による支出が88億６千万円、工事負担金等受入による

収入が12億７千８百万円等で74億４千８百万円となりました。
財務活動により支出した資金は、配当金の支払額が13億８千５百万円等で16億４千９百万円となりま

した。
これらの結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は216億２千６百万円となりました。

3. 連結業績予想に関する定性的情報
連結業績予想につきましては、平成20年４月28日に公表した内容から変更しています。詳細につきまして

は、平成20年７月31日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

該当する事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
①たな卸資産の評価方法
当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地

棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっています。
また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を

見積り、簿価切下げを行う方法によっています。
②固定資産の減価償却費の算定方法
定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出す

る方法によっています。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
①「四半期財務諸表に関する会計基準」の適用

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号 平成19年３月14日)及
び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号 平成19年３月14日)を
適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。
②たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産については、従来、販売土地建物は個別法による原価法に、その他のたな卸資産は主として
移動平均法による原価法によっていましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する
会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに伴い、販売土地建物については
個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に、その他の
たな卸資産については主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づ
く簿価切下げの方法）により算定しています。
これにより営業利益及び経常利益は０百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は1,304百万円減少して

います。
③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

当第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱
い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しています。なお、これによる損益への影響はあり
ません。
④「リース取引に関する会計基準」の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に
よっていましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計
審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基
準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））
が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができること
になったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係
る会計処理によっています。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却
の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しています。
なお、リース取引開始日が会計基準等適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しています。
これによる損益への影響は軽微であります。
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5. 【四半期連結財務諸表】 
 (1) 【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,967 20,838

受取手形及び売掛金 29,074 37,626

有価証券 2,000 4,000

販売土地及び建物 21,659 22,532

商品 4,109 3,604

製品 18 19

原材料及び貯蔵品 2,163 1,526

仕掛品 3,195 1,986

繰延税金資産 5,162 3,924

その他 5,347 4,309

貸倒引当金 △181 △204

流動資産合計 92,518 100,164

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 165,250 165,136

機械装置及び運搬具 21,838 21,547

土地 64,385 64,425

建設仮勘定 3,708 8,095

その他 6,691 5,624

有形固定資産合計 261,873 264,828

無形固定資産   

のれん 952 1,026

その他 7,203 4,196

無形固定資産合計 8,155 5,223

投資その他の資産   

投資有価証券 31,674 30,235

繰延税金資産 6,429 6,239

その他 5,426 5,707

貸倒引当金 △577 △495

投資その他の資産合計 42,953 41,687

固定資産合計 312,982 311,739

資産合計 405,501 411,903

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 34,778 43,652

短期借入金 42,316 41,548

1年内償還予定の社債 8,000 8,000

未払消費税等 1,017 1,077

未払法人税等 1,906 1,722

前受金 3,829 3,542

賞与引当金 7,993 5,034

その他の引当金 1,395 1,388

その他 20,162 16,123

流動負債合計 121,399 122,090
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

固定負債   

社債 40,000 40,000

長期借入金 68,741 69,667

繰延税金負債 3,332 2,520

退職給付引当金 13,613 13,741

その他の引当金 1,340 1,800

長期預り保証金 45,471 49,147

その他 96 42

固定負債合計 172,594 176,920

負債合計 293,993 299,011

純資産の部   

株主資本   

資本金 26,157 26,157

資本剰余金 12,920 12,920

利益剰余金 61,555 63,065

自己株式 △428 △426

株主資本合計 100,205 101,717

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 9,126 8,163

繰延ヘッジ損益 2 △7

為替換算調整勘定 △467 259

評価・換算差額等合計 8,661 8,416

少数株主持分 2,640 2,758

純資産合計 111,507 112,892

負債純資産合計 405,501 411,903
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 (2) 【四半期連結損益計算書】 
   【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業収益 86,280

営業費  

運輸業等営業費及び売上原価 77,781

販売費及び一般管理費 5,743

営業費合計 83,525

営業利益 2,755

営業外収益  

受取利息 32

受取配当金 364

雑収入 192

営業外収益合計 588

営業外費用  

支払利息 727

持分法による投資損失 22

雑支出 106

営業外費用合計 856

経常利益 2,487

特別利益  

固定資産売却益 114

投資有価証券売却益 104

工事負担金等受入額 99

特別利益合計 318

特別損失  

固定資産圧縮損 211

減損損失 144

たな卸資産評価損 1,304

その他 129

特別損失合計 1,789

税金等調整前四半期純利益 1,016

法人税、住民税及び事業税 2,077

法人税等調整額 △1,248

法人税等合計 828

少数株主利益 114

四半期純利益 72
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 (3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,016

減価償却費 5,054

のれん償却額 51

減損損失 144

固定資産除却損 6

固定資産圧縮損 211

たな卸資産評価損 1,304

工事負担金等受入額 △99

固定資産売却損益（△は益） △114

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,958

退職給付引当金の増減額（△は減少） △125

受取利息及び受取配当金 △396

支払利息 727

投資有価証券売却損益（△は益） △104

売上債権の増減額（△は増加） 6,089

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,782

その他の資産の増減額（△は増加） △697

仕入債務の増減額（△は減少） △5,120

未払消費税等の増減額（△は減少） △63

その他の負債の増減額（△は減少） 1,324

その他 △398

小計 8,985

利息及び配当金の受取額 407

利息の支払額 △793

法人税等の支払額 △1,795

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,804

投資活動によるキャッシュ・フロー  

固定資産の取得による支出 △8,860

固定資産の売却による収入 48

投資有価証券の取得による支出 △19

投資有価証券の売却による収入 109

工事負担金等受入による収入 1,278

その他 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,448

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 144

長期借入れによる収入 3,300

長期借入金の返済による支出 △3,603

配当金の支払額 △1,385

その他 △104

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,649

現金及び現金同等物に係る換算差額 △670

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,963

現金及び現金同等物の期首残高 24,590

現金及び現金同等物の四半期末残高 21,626
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しています。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。

(4) 継続企業の前提に関する注記

該当する事項はありません。

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

運輸業
(百万円)

流通業
(百万円)

不動産業
(百万円)

レジャー・

サービス業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
(百万円)

営業収益 25,117 25,051 9,204 27,428 10,388 97,190 (10,910) 86,280

営業費 24,164 24,702 7,347 27,329 10,882 94,426 (10,901) 83,525

営業利益 953 348 1,856 98 △493 2,763 (8) 2,755

(注) １ 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。

２ 事業区分の方法

日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分しています。

３ 各事業区分の主要な事業内容

運輸業 鉄道事業、バス事業等を行っています。

流通業 ストア業、石油製品販売業、フォークリフト販売業等を行っています。

不動産業 不動産賃貸業、不動産分譲業、不動産管理業を行っています。

レジャー・サービス業 利用運送事業、ホテル業、広告代理店業等を行っています。

その他の事業 整備・解体・修理業、自動車製造業、電気工事業等を行っています。

４ 当第１四半期連結累計期間における営業費は、全額各セグメントに配賦しており、消去又は全社の項目に含め

た配賦不能営業費はありません。

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

日本
(百万円)

アジア
(百万円)

北米
(百万円)

ヨーロッパ
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
(百万円)

営業収益 76,589 4,492 3,235 3,013 87,330 (1,050) 86,280

営業費 74,324 4,328 3,063 2,869 84,585 (1,060) 83,525

営業利益 2,264 164 171 143 2,744 10 2,755

(注) １ 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。

２ 国又は地域の区分の方法

地理的近接度により、国又は地域の区分をしています。

３ 日本以外の区分に属する主な国または地域

アジア 中国、シンガポール、タイ

北米 アメリカ

ヨーロッパ イギリス、ドイツ、ハンガリー

４ 当第１四半期連結累計期間における営業費は、全額各セグメントに配賦しており、消去又は全社の項目に含め

た配賦不能営業費はありません。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

海外売上高は、連結営業収益の10％未満のため、記載を省略しています。

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当する事項はありません。

決算短信 2008年07月28日 17時27分 05560xe02_in 1ページ （Tess 1.10 20080626_01）

西日本鉄道㈱(9031)平成21年３月期　第１四半期決算短信

8



【参考資料】

前第１四半期に係る財務諸表等

１．(要約)四半期連結損益計算書

科目

前年同四半期

(自 平成19年４月１日

　至 平成19年６月30日)

金額(百万円)

Ⅰ 営業収益 83,893

Ⅱ 営業費 79,943

　１ 運輸業等営業費及び売上原価 74,508

　２ 販売費及び一般管理費 5,435

　 営業利益 3,950

Ⅲ 営業外収益 654

Ⅳ 営業外費用 919

　 経常利益 3,685

Ⅴ 特別利益 1

Ⅵ 特別損失 211

　 税金等調整前四半期純利益 3,475

　 法人税、住民税及び事業税 2,557

　 法人税等調整額 △813

　 少数株主利益 73

　 四半期純利益 1,657
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２．(要約)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

科目

前年同四半期

(自 平成19年４月１日

　至 平成19年６月30日)

金額(百万円)

Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー

　 税金等調整前四半期純利益 3,475

　 減価償却費 4,606

　 売上債権の減少額 3,459

　 たな卸資産の増加額 △2,527

　 仕入債務の減少額 △3,572

　 法人税等の支払額 △3,673

　 その他 3,569

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 5,336

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー

　 固定資産の取得による支出 △7,045

　 受託工事金等の受入 2,661

　 その他 821

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,562

Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー

　 借入金の増減額 △1,570

　 社債の増減額 5,000

　 配当金の支払額 △1,187

　 その他 △83

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,159

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額 2

Ⅴ．現金及び現金同等物の増加額 3,935

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高 25,599

Ⅶ．現金及び現金同等物の四半期末残高 29,534

３．セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日)

運輸業
(百万円)

流通業
(百万円)

不動産業
(百万円)

レジャー・

サービス業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
(百万円)

営業収益 25,097 23,832 8,804 25,907 9,585 93,227 (9,333) 83,893

営業費 23,447 23,343 6,910 25,911 9,733 89,347 (9,403) 79,943

営業利益 1,649 488 1,893 △3 △147 3,880 69 3,950

(注) １ 記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。

２ 事業区分の方法

　 日本標準産業分類をベースに、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう、事業を区分しています。

３ 各事業区分の主要な事業内容

運輸業 鉄道事業、バス事業等を行っています。

流通業 ストア業、石油製品販売業、フォークリフト販売業等を行っています。

不動産業 不動産賃貸業、不動産分譲業、不動産管理業を行っています。

レジャー・サービス業 利用運送事業、ホテル業、広告代理店業等を行っています。

その他の事業 整備・解体・修理業、自動車製造業、電気工事業等を行っています。

４ 前第１四半期連結累計期間における営業費は、全額各セグメントに配賦しており、消去又は全社の項目に含め

た配賦不能営業費はありません。
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